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研究成果の概要（和文）：本研究では、自然科学的人間観の進展・浸透が教育思想に対して与えた影響を、とり
わけ19世紀後半以降のダーウィン進化論と実験心理学の展開に即して検討した。従来考えられてきた以上にその
影響は大きく、現代的な教育論の基本的な構造に自然科学的な人間観が深く組み込まれていることが明らかにな
った。自然科学的な人間研究は、人間をその内部にある「能力」の発現として捉え、教育を「力の訓練」と見る
ような教育の見方を支えることになったのである。

研究成果の概要（英文）：We investigated influences of scientific models of human beings on the 
educational thought from a historical and theoretical standpoint. Focuses are laid on the situation 
in the last half of the 19th century and the beginning of the 20th century Germany. Darwinism and 
experimental psychology gave possibilities to elucidate human beings thoroughly in scientific 
manners. Such manners had remarkable influences on educational thoughts at that time. Consequences 
are following: Human being became considered to be a embodiment of the "abilities" rested somewhere 
interior within them, and the education became a deed to canalize the development of such "
abilities" in a desirable way.

研究分野： 教育哲学

キーワード： 自然科学的人間観　人間形成論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果は、現代の教育論の問題点を批判的に検討する上での基本的な視点を提供するものである。今
日の教育論の趨勢は、教育の不確定性を除去するために教育を学の援助に還元し、学習を自然科学的に解明可能
なプロセスに解消することで、教育に確実な科学的根拠とそれに基づくテクノロジー的な確実性を与えようとし
ている。しかし、このような教育へのアプローチは、教育の可能性を環境への適応に限定し、予測不能な新たな
ものを社会にもたらすという教育の創造性を限定することになってしまう、と考えられるのである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

(1) 人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

および人間形成論
ビルドゥングステオリー

への関心 現代の教育論の注目すべき兆候として人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

と

いう概念の再評価の動向がある。Bildung はドイツ語特有の概念であると言われ， この概念を核

として展開されてきた人間形成論
ビルドゥングステオリー

もドイツ語圏特有の理論傾向として扱われることが多かった。

しかし，近年ではイギリス教育哲学会の機関誌 Journal of Philosophy of Education が 2002 年に 200

頁近くにわたって特集「人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

と自由教育の理念」を組むなど，英語圏でこの概念に対する関

心が芽生えている。日本でも，文化的文脈の違いを超えて人間形成論
ビルドゥングステオリー

の理論的可能性を探ろう

とする試みが見られる[研究業績 13]。その曖昧さや伝統の負荷ゆえに人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

概念を回避する傾

向さえ見られたドイツでも，近年では人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

概念の「ルネサンス」が語られるほどである

(Zeitschrift fuer Paedagogik の 2015 年の特集「人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

——主導理念のルネサンス」)。 

(2) その背景：自然科学的人間観・研究方法への対抗軸として このように人間形成論
ビルドゥングステオリー

が国

際的に関心を集める背景として，自然科学的人間研究の進展と教育領域へのその影響力の浸透

という現代的状況を見通すことができるように思う。脳科学や遺伝学を始めとする自然科学的

な人間研究は，因果性のレベルで人間を捉えることになるため，その論理を突きつめて行けば教

育とエンハンスメントの境界さえ曖昧にならざるをえない[研究業績 4]。教育という活動の意義

は望まれた結果の実現に限定されてしまう。対して，「人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

」という視点の下では，結果へ

と至る途上の経験が決定的な意味を持つ。人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

の帰結としての判断力は，因果的に作り出せ

るものではなく，経験を通して一人一人が自ら獲得する他はない。——このような人間形成論
ビルドゥングステオリー

の立場が，自然科学的な人間観の教育領域への浸透に対する対抗軸として再評価されていると

考えられる。 

以上のような人間形成論
ビルドゥングステオリー

の特質は，学校などでのフォーマルな教育活動を評価する際に，測

定可能な結果(いわゆる「エビデンス」)にもっぱら規準を求めようとする近年の教育政策や教育

研究の趨勢に対する，対抗軸としても役立つ。エビデンス指向の教育研究は，自然科学に範をと

った経験科学的な研究方法に依拠することで，高い信頼性を持ったデータを教育領域に提供す

るが，同時にその因果論的な大前提ゆえに，教育の活動を結果に還元し，自然科学的人間観を自

己成就的に強化することにもなる。エビデンス重視の教育政策・教育研究に対しては，教師の専

門的判断の無力化という問題を中心にして，様々な批判が出されている[cf. 研究業績 8]。

人間形成論
ビルドゥングステオリー

は，その「経験」重視の教育理解によって，こうしたエビデンス批判の試みにも理

論的根拠を提供するだろう。 

(3) 対抗図式の不十分——本研究の核心的問い 以上のような人間形成論
ビルドゥングステオリー

を拠り所とした対

抗戦略は，人間形成論
ビルドゥングステオリー

自体の主張がどれほど正鵠を射ているとしても，自然科学的な人間観や

研究方法を＜外部＞に追いやっているという点で不十分なものにとどまる。人間形成論
ビルドゥングステオリー

が拠り

所とする哲学の領域においても，近年では哲学を(自然)科学との連続において捉えようとする自

然主義や科学的実在論の考え方が台頭している[戸田山 2014; ドレイファス／テイラー 2016]。

自然科学的な人間観や研究方法を＜内部＞に取り込みながら，なおかつ，人間形成論
ビルドゥングステオリー

の重要な

洞察である人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

における「経験」の意味を確保しうるような教育論の構想が，現代において

は求められている。そのような教育論をいかに構想するか——これが本研究の核心的問いであ

る。 
 
 



２．研究の目的 
本研究は，19 世紀後半〜20 世紀初頭ドイツにおける自然科学的人間観の浸透とそれに対する

人間形成論(Bildungstheorie)の側の対応を思想史的に解明し，そのことを通して，現代における同

様の問題状況に対する一定の理論的展望を得ることを目的とする。現代において，自然科学的な

人間研究は，その研究成果のみならず，その研究方法においても，教育の領域に深い影響を与え

始めている。教育の意義を測定可能な結果(いわゆる「エビデンス」)に還元するような教育につ

いての見方が浸透するとともに，これに対する批判や反発も強まっている。このような対立状況

の一つの源流を，実験心理学や進化論が勃興した 19 世紀後半に見ることができる。人間形成論
ビルドゥングステオリー

の伝統を持つドイツでは，自然科学的な人間観の浸透に対する抵抗も根強かった。当時のドイツ

の状況を再構成し，それを現代の理論水準と交錯させることで，自然科学的人間観と教育との適

切な関係とはいかなるものか，またそれをいかに築くかについて説得力のある展望を提示した

い。 
 
３．研究の方法 
上述の核心的問いに接近するために，本研究ではあえて思想史的な迂回路をとり，19 世紀後半

から 20 世紀初頭にかけてのドイツの教育思想を研究対象とした。この時代のドイツは，一方で

中・高等教育を軸に人間形成
ビ ル ド ゥ ン グ

理念の制度化が進むとともに，他方では進化論や実験心理学など，

自然科学的な人間観・人間研究が勃興した時期である。そこには，前項で述べた現代的な問題状

況の，一つの源流を見ることができる。この時期のドイツで，自然科学的な人間観・人間研究が

どのように展開し教育領域に浸透していったのか(あるいは，いかなかったのか)，そしてそれに

対して人間形成論
ビルドゥングステオリー

がどのように対応したのか——これを解明することをめざした。そのことに

よって、現代においては錯綜し見通しがたく見える自然科学的人間観と人間形成論
ビルドゥングステオリー

との関係を，

より見通しやすい原初的な構図のなかで捉えることができたと考える。 
 
４．研究成果 

本研究では、自然科学的人間観の進展・浸透が教育思想に対して与えた影響を、とりわけ 19 世

紀後半以降のダーウィン進化論と実験心理学の展開に即して検討した。従来考えられてきた以

上にその影響は大きく、現代的な教育論の基本的な構造に自然科学的な人間観が深く組み込ま

れていることが明らかになった。自然科学的な人間研究は、人間をその内部にある「能力」の発

現として捉え、教育を「力の訓練」と見るような教育の見方を支えることになったのである。 

本研究の研究成果は、現代の教育論の問題点を批判的に検討する上での基本的な視点を提供す

るものである。今日の教育論の趨勢は、教育の不確定性を除去するために教育を学の援助に還元

し、学習を自然科学的に解明可能なプロセスに解消することで、教育に確実な科学的根拠とそれ

に基づくテクノロジー的な確実性を与えようとしている。しかし、このような教育へのアプロー

チは、教育の可能性を環境への適応に限定し、予測不能な新たなものを社会にもたらすという教

育の創造性を限定することになってしまう、と考えられるのである。 
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